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Ⅱ-1.分担研究報告書 

 

 

再発恐怖ガイドラインの作成 

 

研究分担者  明智龍男（所属 名古屋市立大学大学院医学研究科） 

研究分担者   島津太一（所属 国立がん研究センターがん対策研究所） 

Ａ.研究目的 

がんサバイバーで最も頻度が高いアンメットニ

ードである再発恐怖に対する精神心理的な支援法

に関する診療ガイドラインを作成することを目的

とする。 

 

Ｂ.研究方法 

Minds診療ガイドラインの作成マニュアルにのっ

とりすすめている。 

統括委員会は、奥山（委員長）、藤森、内富、吉内

で構成し、ガイドライン作成グループは、責任者

明智の下、竹内恵美（国立がん研究センター）、樅

野香苗（名古屋市立大学看護学部・大学院看護学

研究科）により構成した。気持ちのつらさ（うつ・

不安）の診療ガイドラインのグループと協働しな

がら作業を行う体制とした。 
 

Ｃ.研究結果 

クリニカルクエスチョンとして、再発恐怖の心

理的介入は有効か？、バックグラウンドクエスチ

ョンとして、再発恐怖を有するがん患者に対して

推奨される介入はなにか？と設定し、現在、系統

的レビューを実施している。クリニカルクエスチ

ョンについては、P：成人がん患者、I：再発恐怖

の軽減を目的とした心理療法、C：通常ケア、O：

再発恐怖、病態悪化、コスト、脱落等と決定し

た。バックグラウンドクエスチョンにおける介入

は、ガイドラインに取り組んでいる各班の介入、

薬物療法（抗不安薬、抗うつ薬）、協働的ケア、早

期緩和ケア、介護者支援、ピアサポートの検索式

を使用している。 

タイトルと抄録による一次スクリーニングを実

施しバックグラウンドクエスチョンに対して 20編

の論文が、クリニカルクエスチョンに対しては 86

編の論文が抽出された。その後、二次スクリーニ

ング（全文）を実施し、バックグラウンドクエス

チョンに対して 3編の論文、クリニカルクエスチ

ョンに対して 38編の論文を採用した。また、結果

データが入手できた 22編の論文に対してメタ解析

を行い、対照群と比較して心理療法群で再発恐怖

の有意な改善を認めた。現在、最終的な推奨文を

作成している。 

 

Ｄ.考察 

今後、がん患者の再発恐怖に対する精神心理的な

支援法に関する診療ガイドラインが作成され、がん

患者の生活の質の向上が期待される。また、より一

層症状緩和を推進するうえで必要な研究が明らかに

なる。 

研究要旨 

がんサバイバーで最も頻度が高いアンメットニードである再発恐怖に対する精神心理的な支援法

に関する診療ガイドラインを作成することを目的とする。そのため、Minds 診療ガイドラインの作成

マニュアルにのっとり、現在システマティックレビューを実施中である。二次スクリーニングを終了

し、エビデンス総体のまとめと推奨を作成中である。 
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Ｅ.結論 

がん患者の再発恐怖に対する精神心理的な支

援法に関する診療ガイドラインが作成されるこ

とにより、がん患者の生活の質の向上が期待さ

れる。 
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